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川久保玲 は,1980年代初頭 にパ リ ・高級 既製服 コレクシ ョンへのデ ビューを果た して以 来,
現在 に至 るまで 「コムデギ ャル ソ ン(COMMEdesGARCONS)」のブ ラン ド名 で女 性服 を発
表 し続 けて いるデザイナーで ある。 絶えず前進 を続 け既存 の価値 へ の挑戦 を試 みるモー ドの
「ア ヴァンギ ャル ド」1として,彼 女 は現在 世界的 に高い評価 を得て いると言 え る。
この 「アヴァ ンギ ャル ド」 たる彼女 の歩 みは多 くの場合,虫 喰いのよ うな穴や裂 け 目を とも
な う衣服 が発表 された80年代初期 のコ レク ション2に遡 って語 られ てきた。すなわ ち,一 般的
な美意識か らは退 けられ るよ うな ものが あえて表現 された彼女 の創作 は,支 配的な美 の規範へ
のア ンチテーゼ と して当時のモー ド界 に衝撃 を もた らした,こ こに挑戦者 ・川久保 の歴史が始
まる,と 言 うので ある。
しか し,こ の 「衝撃」 について多 くの言葉 が紡 がれ る一方で,衝 撃 の源泉 とされる川久保 の
80年代初 めの創作 と同時代 にお けるその評価状況 に関す る具体的 な検証 は全 くと言 って よい
ほ ど試 み られていな い。 フ ァ.ッシ ョンにつ いて語 った り論 じた りす る人 々の間で 「80年代 に
おける コムデギ ャル ソンの衝撃」 とい う自明のテーゼのような ものが共有 されていて,自 明の
「衝撃」周辺を さらに明 らか にす ることよ りも,「衝撃」の大 きさや意 味を語 ることに力が注 が
れてきたのである。つ ま り私たちは,ほ とん ど神 話的な レベルで語 り続 けられるその 「衝撃」
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を知ってはいて も,それが当時どのような言葉で語 られ,ど のような位置づけを与えられてい
たのかを知 らず,ま た,その衝撃の痕跡とも言える同時代資料を未だ断片的な形でしか確認し
ていないのだ。
「服飾文化学会誌Costumeandtextile』第5号 掲載の拙稿 「川久保玲 ・初期 コレクショ
ンの 「衝撃』に関する検証 一 フランス ・ジャーナ リズムにおける評価を中心に一 」におい
て筆者は,現代 ファッション研究の多 くが個々の事例をめぐる実証的な基礎研究 ・資料研究を
あまりに軽んじている現状の問題を指摘 しつつ,こ れまで曖昧な形で しか示 されてこなか った
コムデギャルソンの初期コレクションの詳細 と,それに対するフランス ・ジャーナリズムの反
応の具体的状況に関する検証を行った。 この検証から,裂け目のような意匠と火傷の痕のよう
なメイクが特徴的だった83年春夏コレクション(パ リ進出後四回 目のコレクション)が発表
された82年10月以降,フ ランスの新聞 ・雑誌ではコムデギャルソンに関する記事が多 く登場
していたことが明 らかになった。それらによって,彼 女の創作が同時代のジャーナリズムにも
た らしたとされてきた反響は裏付けられたと言えるだろう。
しか しここで留意すべきは,そ こに見 られるコムデギャルソンの位置付けとイメージとが,
昨今の言説において描き出されるそのイメージとある部分において重な りを見せながらも,い
くつかの点で決定的に異なっているということだ。
本稿は,80年代初期のフランスで刊行されていた新聞 ・雑誌資料 の検証からコムデギ ャル
ソンの初期創作をめ ぐる同時代の評価状況を明らかにすると同時に,モー ドの 「アヴァンギャ
ル ド」 としてさかんに称揚される現在のコムデギャルソンのイメージとそれとの隔たりに光を
あて,既 に語 りつくされた感さえあるその初期のコレクション周辺について明らかにされるべ
き課題が未だ多 く残されていることを示そうとするものである。
1:コムデギャルソンにまつわる昨今の言説
まず,川 久保玲手がけるコムデギ ャルソンと80年代初頭 に始まるそのコレクションが現在
どのように語 られ,ど のようなイメージのもとにとらえられているのかを確認 しておきたい。
アヴァンギャル ドな信念を貫 く80年 代初頭,川 久保がパ リ・コレクションに進出 した
時 も,この99年春夏に近い状況だった。黒を基調とした,穴 があけられ,引 き裂かれぼ
ろ切れを集めたような ドレスは,「ぼろルック」と呼ばれ,批 判にさらされた。川久保は,
西洋の服の概念を覆す実験と創作を重ね,時代から感 じ取 った抽象的な感覚や感情が,服
によって表現 されていく。
(清水早苗 「ファッションを変えた三人 川久保玲」『美術手帖』1999年6月号,p.27)
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1983年以 来,彼 女は まさにぼろぼ ろの貧乏 ル ックとと もにア ヴ ァンギ ャル ドな思想を体
現 しよ うと している。 どこか しらが未 完成 のままに置 かれてお り,故 意 に傷 あつけ られ,
常識 と完成へ の挑戦がな され る(画 一 的で完璧 な ものの一切を布か ら取 り除 くため,彼 女
はため らいな くあち こちで機 械のネ ジをゆ るめ させ る くらいだ)。 このデザイナーは,混
乱 と驚 きと,や がては感動 を与 え続 けて くれ るだろう3。
(FrancoisBaudot,Modedusiecle,EditionsAssouline;Paris,1999,p.326)
1981年,川久保玲 は身体を具象化 しな い 「ぶかぶか」「ぼ ろぼろ」の服でパ リ ・コレクシ ョ
ンにデ ビュー した。 それは未完成 とで もいうべ き美 しさを もってお り,当 時 の批評をま っ
二つ にす るものであ った。西欧 の服の価値観 を根底か ら くつがえす ものだったが,そ の後
も常 に流動 す るファッションという現象,つ ま り私た ちが無意識 に受 け入れてい る時代 の
美意識 に抵抗 する姿勢 をとって いる。
(『身体の夢』展 図録 東京都現代美術館,1999年8月7日 一11月23日,p.150)
川久 保 は 日本 か ら五人 の人物 を伴 い,1981年4月のパ リにお けるイ ンター コンチ ネ ンタ
ルホテルでの最初 のコ レクシ ョンのた め,さ らに5人 のモデルを雇 った。川久保 も山本 も,
自分 たちの ショーがあの ような成功 を収 め,あ れほ どの注 目を集 めるとは思 っていなか っ
た。(中略)彼 らの最初 の コ レクシ ョンに対す る反応 は様 々で酷評す る もの もあったが,
彼 らは挑発的 で,フ ラ ンスのモー ド界 に揺 さぶ りをかけるには十分であ った。
(YuniyaKawamura,"TheJapaneseRevolutioninParisFashion",
FashionTheoryVol.8issue2,June2004,pp.195-223,p.200)
以上 の ように,80年代初 頭 に始 まる コム デギ ャル ソンのパ リを舞 台 と した活動 に関する言
説は国内外を問わず様々な性質の媒体 に登場 して いるわけだが,こ れ らの言説 には,コ ムデギ ャ
ル ソ ンの80年代 初期の コ レクシ ョンを一つ の 「事件」 と して描 出す るという共通点 を見 出す
ことがで きる。 「常識へ の挑戦」,「美意識 に対す る抵抗」 な どの表現 とともにそ こで語 られ る
のは,既 存の もの に挑 む もの としてのコムデギ ャルソ ンで ある。 さらに これ らのテクス トの細
部に注 目してみると,そ の中のい くつ かにおいて,「ぼ ろぼろ」の衣服が発表 されたコムデギ ャ
ル ソンの コレクシ ョンに対 して当時 のジ ャーナ リズムが示 した批判 的あ るいは両価的な反応 に
関す る言及が見 られ,そ れを超えて挑戦的な試 みを行 うデザイナー ・川久保玲 とい うス トー リー
が共 有 されてい ることが分 かるだろ う。みす ぼ らしい衣服,辛 辣 な同時代 の批評 という要素 は
コムデギ ャル ソンにまつわ るテクス トの大半 において登場 して いる もので4,モ ー ドの常識 の
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転倒を図った80年代初期のコムデギ ャルソン,というものを語る上で不可欠のモティーフに
なっていると言える。
この種の言説は,繰 り返される量産 によって疑いようのない 「事実」として定着 しつつあ り,
当時の新聞や雑誌か ら 「事実」の証拠 としてしばしば引用されてきた断片的で印象的な文言の
効果 も手伝ってか5,これまでとりたてて問題視されることな く現在に至っている。 しか しな
が ら,問題は昨今の言説の多くがコムデギャルソンの80年代初期のコレクション周辺を現在
の 「アヴァンギャル ド」なこのブランドのイメージのもとに語 ってお り6,その侵犯性のみを
強調 していることにある。そこでは,実 際の創作 と評価状況の具体的内容,さ らにその周辺 ・
背景に存在 していたはずの多 くの事がらが語 られておらず,半 ば抑圧的な"意義深い革命"と
しての光を放つコムデギャルソンの初期 コレクションのイメージが,同 時代の文脈からの切 り
離 しと同時進行で描き出されているのだ。
コムデギャルソンは,当 時どのような時代背景の もと,ど こで7,どのような文脈 中のどの
ような言葉 とともに評価 され,そ の評価はどのような変遷を経て現在に至っているのか。これ
らは従来のファッション研究によってかえりみられることのなかった課題である。
次章以降,80年代初期のフランス ・ジャーナ リズムにおけるコムデギャルソンのコレクシ ョ
ンに関するテクス トや視覚資料のいくつかを確認 しつつ,そ こでのコムデギャルソンの位置付
けとイメージ,さ らにその語 り口に大いに作用 したはずの同時代状況について論 じていく。そ
こには,昨今の言説とは異なった像を結ぶコムデギャルソンをめ ぐる一つのイメージを見出だ
すことができるだろう。
2:同時代のフランス ・ジャーナ リズムに見るコムデギャルソンの位置付けとイメージ
2-1:同 時代におけるバッシング
80年代初期のパ リにおいて発表されたコムデギャルソンのコレクションに与えられた 「原
爆のよう」 という比喩は,現在あまりにも良 く知 られている。その典拠や詳細を知 らな くとも,
ファッションに関心のある人であれば,一度は耳に したことがあるであろうフレーズである。
82年10月21日付の 「ル ・フィガロ[leFigaro]』紙掲載の記事には,実 際 「核の惨禍の生き
残 り[lessurvivantsd'unecatastrophenucleaire]」という表現が見 られるのだが,そ こでは
裂け目のような意匠,火 傷の痕のようなメイクを特徴 とするコムデギャルソンの83年春夏 コ
レクションが次のように評されていた。
全てはこの前の木曜日に始まった。「コムデギャルソン」なる日本のメーカーによってふ
るまわれた 日本料理のオー ドブルとともに。そのイメージは衣服の黙示録だ。穴,ポ ロ,
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着古 し,それらはあたかも核の惨禍の生き残 りのようである8。(掲 載:p.20)
同記事はこれに続 く部分において 「世の終わ りのモー ドは山本耀司にも見出されよう。」 と
述べた後,「ぞっとする。捨て置 こう。」 としめ くくっており,その辛辣さは,コ ムデギャルソ
ンをめ ぐる昨今の言説において重要な要素となっていた 「同時代の批評の厳しさ」を裏付ける
ものと言えるだろう。また,従来指摘されてきたように 「ル ・フィガロ』はフランスの保守系
日刊紙にあたり9,出自への執拗な言及と日本の歴史的傷痕(被 爆体験)を 連想 させるような
比喩を含むこの否定的反応は,同紙のメディアとしての性質故に現れた排外主義的言説と見る
こともできるかも知れない。 しか し,このような引用を以て当時のバ ッシングの激 しさを強調
するやり方も,後 に見る 「リベラシオン[Liberation]』のような革新系 日刊紙に見 る礼賛と
の差異を際立たせつつ,保守系メデ ィアと革新系メディアの対照的反応という二項対立でとら
える解釈も,コムデギャルソンをめぐる当時の言説のあり方を十全に捉えたものではないよう
に思われる。 と言うのも,当時のフランスで刊行されていた新聞 ・雑誌上にはむ しろコムデギャ
ルソンのコレクションを好意的に扱 う記事が散見され1°,さらにはその論調がコムデギャルソ
ンのコレクションに対 し肯定的であるとないとによらず,そ してメディアの性質如何に関らず,
コムデギャルソンの表現にまつわる同時代の言説の多 くは何 らかの形で 「日本」 というものに
言及 しつつ,時 にそのステレオタイプ ・イメージを登場 させながらそれについて語 っていたか
らである。
2-2:同 時代 におけるネし賛
先の 「ル ・フィガロ』紙掲載の記事と好対照をなすものとしてしばしば引用されてきたもの
に,82年10月15日付けの 『リベラシオ ン』紙掲載のコレクション評がある。同紙はコムデギ ャ
ルソンの83年春夏コレクションについて,前 回の82年秋冬 コレクション(同年3月 発表)を
振 り返 りつつ,次 のように語 っている。
去る3月,コ ムデギャルソンの(つ まりは川久保玲の)娘 たちは,つ ぎはぎにモー ドと文
化の確かな価値を与えた世界的な爆発後の脱出路を歩み始めた。83年春夏 シーズンにお
いて,我 々は彼女たちを再び見出した。太陽の下に打ち捨てられた不法監禁の被害者のよ
うにあいもかわらず青 白くやつれ,し かし彼女たちは既に約束の地の空気を吸い込んでい
るのだ11。(掲 載:p.14)
このテクス トに見られるコムデギャルソンの82年秋冬および83年春夏コレクションの描写は,
7
前節で確認 したようなこのブラン ドの80年代初期における創作にまつわる現在の言説の記述
と一致を見せており,そのインパク トの大きさを示すような 「世界的爆発」 という表現か らも,
従来語 られてきたコムデギャルソンの 「衝撃」を裏付ける同時代資料と言えそうである。また,
その創作に文化的価値を見出そうとす る態度は,コムデギャルソンについて語る昨今のテクス
トにも共通 して見 られるものだ。
コムデギ ャルソンによる83年春夏コレクションを事件 として報 じるテクス トは,パ リ・コ
レの最新動向や展覧会情報を扱いつつ読者が手作 りするための衣服パターンの掲載も見 られた
隔月刊 ファッション雑誌 『ジャルダン ・デ ・モー ド[JardindesModes]』の82年12月号に
も見出すことができる。そこには
二人の風変わりな使者は千年の歴史を持つ国 ・日本,言 うなれば神の国か ら立ち現れた。
それは西欧,す なわちアメリカの帝国主義という経済的支配とフランスのモー ドという美
学的支配に対す る反乱である。(掲 載:p.5)
とあり,その表現を 「西欧」への反逆行為として描出するやり方は,コ ムデギャルソンをモー
ドにおける 「アヴァンギャル ド」であると語 る昨今の言説にも共通 している。
しか しながら,以上のような断片的な引用 によって,川 久保は80年代初めのパ リに確 かな
衝撃をもたらしたのだ,批判の一方でその表現は新 しい価値観の表出として評価 されていたの
だ,と のみ語 るならば,それは二つのことを語 っていないことになる。それは,ま さにこの時
期,パ リ ・コレへの日本人デザイナー大挙参入 という出来事があり,川久保はこの異常事態へ
の関心が高まりを見せる中で 「日本勢」の一人 としてそこに取り上げられていたこと,そ して
その衣服は しばしば 「日本的」なもの ・「アジア」のものとしてエキゾティックな香 りをとも
なうイメー ジのもとに紹介されていたということだ。
前章で確認 したように,昨今では,80年代初期におけるコムデギ ャルソンの 「衝撃」が語
られる際,そ れがパ リへの日本人デザイナー進出という出来事の一環 として起こったものであ
ることは,あ まり触れられることがない12。また,コ ムデギャルソンは現在,既 存の価値観に
挑んでいく 「アヴァンギャル ド」として位置付けられており,その出自ゆえそこにエキゾティッ
クなものを見ようとする欲望からは一見自由な存在であるように思われる13。しかし,当時の
新聞 ・雑誌上に登場する彼女のコレクションに関す るテクス トや写真は,80年代初期におい
て未だこの自由が獲得されていなかったことを示しているのだ。
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2-3:「日本勢」の一人として
具体的に見てい くことにしよう。
先に引用 した82年10月15日付けの 『リベラシオ ン』紙掲載のテクス トは 「日本人に注 目1」
と題された記事中に登場す るものなのだが,そ の書き出 しは次のようなものであった。
コシノヒロコ,鳥居ユキ,コ ムデギャルソン,コ シノジュンコ,山本耀司,山 本寛斎,三
宅一生,島 田順子,森 英恵,賢 三。今週行われる約70のコレクションのうちの10個は日
本のものだ。 これらの日本人デザイナーたちは自国で名声を得ているにもかかわらず,パ
リのお墨付きに執着 している。(掲 載:p.14)
そこでは,83年春夏のコレクシ ョン週間に予定されていた日本人デザイナーによる10のコレ
クションのうち,発表済みの5つのコレクションが取 り挙げられており,コムデギャルソンは
その一つ として登場させ られている。各コレクションに関するテクス トの長 さはいずれ も40
行前後で,内容から見ても 「日本勢」という括 りの中でコムデギャルソンにとりたてて特権的
な位置付 けが与えられていたとは言えない。ちなみに,実 際の衣服写真としてそこに掲載され
ていたのはコシノヒロコによるコレクションの写真であった。
このように 「日本勢」の一つ としてコムデギャルソンを取 り上げた例は,フ ランスの繊維 ・
服飾産業の業界新聞にあたる週刊 『ジュルナル ・デュ ・テクスティル[Journaldutex七ile]』
紙上 にも見出すことができる。同紙は82年11月11-17日号の記事においてコムデギャルソン
の83年春夏コレクションについて
コムデギャルソンは第三世界からの権利要求にダイレク トに着想を得たコレクションによっ
てか くも健闘した。それは,作 り物の傷を顔につけられ,やつれた蒼白の女たちがしわだ
らけで切 り裂かれた黒い麻布のチュニ ックを身に着け,あ いついで現れるというものだ。
(掲載:PP23-24)
と評 しているのだが,そ の書き出しは次のように先の 『リベラシオン』の記事に酷似したもの
であった。
自動車やカメラ,ビ デオデ ッキの次は,フ ランスのモー ドが日本症候群に苦 しむ番なの
か……?日 本のクリエイターたちは自国で既に名声を得ているにもかかわらず,「モー
ドの中心地」であるパ リのお墨付きになお執着 しているようだ。というのも,彼らは毎シー
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ズンますます大挙 してフランスの市場 に戻って くるように見えるからだ。(大規模な商業
的侵略の前触れなのか?)今 年,プ レタポルテ週間に行われた70のファッション・ショー
のうち,10個は 日本人によるものだった。
もっとも,そ こで川久保は山本耀司 とともに,70年代以前にパ リ進出を果たした三宅一生や
高田賢三に続 く第二世代のデザイナーの代表格として位置付けられていることから,先の 『リ
ベラシオン』の記事に比べ彼女は特権的な扱いを受けていると言えるが,そ れがあ くまで 「日
本勢」 という勢力の一として登場させ られていることには変わりがない。
「日本勢」 という括 りでコムデギャルソンを取 り上げた例 としてさらに,高級志向の強い月
刊のファッション雑誌 『フランス版 ヴォーグ[VOGUEfrangais]』におけるコムデギャルソ
ンに関す る最初の記事(同 誌82年11月号p.205掲載14の写真記事)を 挙げることができる。そ
れは 「日本のモー ドの上に,日出ずる」 と題 されたもので,川久保の衣服写真は山本耀司や越
野純子 らのそれとともに掲載されていた。
同号の 『ヴォーグ』は 「スペシャル ・ジャポン」なる特集を組んでお り,そこには日本の著
名人や企業家へのインタビューも見られるのだが,こ れらの資料に見 られる 「日本」 という対
象への強い関心は,モ ー ドの世界における 「日本勢」台頭という出来事にとどまらない日仏間
の貿易摩擦問題激化 という同時代状況との関連のもとに理解されるべきだ。
日本 とEC諸 国との間では既に70年代後半から鉄鋼分野で貿易摩擦が起こっていたが,と
りわけ日仏間においては,先の 『ジュルナル ・デュ・テクスティル』紙掲載の記事中で触れら
れていたように,80年代 に入 り,電化製品および自動車分野を中心 とする摩擦が深刻化 して
いた。そしてフランス側が,小 型自動二輪車(モ ペット)の輸入事前届出制度の導入,通 関文
書への仏語使用義務化,ビ デオデッキの通関を内陸地であるtワティエ税関に一元化す ること
など,いわばいやが らせ的な措置をもって日本に対抗 したことによりこの状況がさらなる緊迫
を見せたのが,82年に当たるのである15。このような状況も手伝って,フ ランスの伝統的産業
分野とも言える 「モー ド」 という領域に押 し寄せた一群の日本人デザイナーが脅威として衝撃
とともに受け止められ,話 題を呼んだことは想像に難 くない。つまり,コムデギャルソンのコ
レクションは二重の意味で日本という国に出自を持つデザイナーとその創作 に視線が集中しや
すい状況で発表 されたものであり,そ れゆえコムデギャルソンによる衝撃としてよ りもまず
「日本勢」 による衝撃 として注目されたと考えられるのだ。
2-4:「異郷」の衣服として
さて,以上のような状況下で,コムデギャルソンの衣服は先述のように,し ばしば 「日本的」
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なもの ・「アジア」の ものとして語 られていた。先に引用 したファッション雑誌 『ジャルダン・
デ ・モー ド』82年12月号掲載のテクス トは,コ ムデギャルソンの表現を 「西欧」による 「支
配」への 「反乱」 と解釈するところに現在の言説との共通点を見出だせそうそうだが,そ こに
「千年の歴史を持つ国 ・日本,言 うなれば神の国」 という異郷 「日本」の神秘性を強調する表
現が登場 していることに留意すべきである。このテクス トは 「僧 と神風 」と題された記事中に
登場するもので16,これは山本耀司17と川久保玲を喩えたものなのだが,続 く部分で二人のコ
レクションは次のように語 られている。
これら二人の 日本人は彼 ら固有の文化への正当な権利を求め,それを暴力とともに表明し
た。一方の抑制の効いた暴力は仏教徒のやり方にのっとってお り,もう一方の挑戦的な暴
力は侍のそれである。 山本耀司と川久保玲は,僧 と神風だ。(中略)構築され,論 理的で
究極的にはデカル ト哲学のように合理的な我々のモー ドは,ゆ ったりとして締あ付けのな
い,一種流れるようなモー ドと対峙したのである。(掲 載:p.5)
そこで二人のコレクションは,一つの挑戦として報 じられながらも,散りばめられた 「神の国」,
「仏教徒」,「神風」,「侍」といった語によってエキゾティックなイメージを帯び,引 き直され
た境界線のもと,結局 「彼 ら固有の」ものというところに収められて しまっている。このテク
ス トは,続 く部分で 「このような遭遇はパ リで しか起 こりえないものだ。そこにはあらゆる自
由の潮流が流れ込んでくるのである。」 というパ リ・コレ礼賛を展開しているのだが,こ のよ
うに,非西欧の国に出自を持つ作 り手の表現を自分たちとは本質的に異なるものとして他者化
しつつその中心性を保持するというや り方は,典型的なオ リエンタリズム18の身振 りと言えよ
う。
同種の眼差 しからコムデギャルソンの創作を語 ったテクス トは,前出の 『ジュルナル ・デュ・
テクスティル』紙82年11月11-17日号の記事にも見出すことができる。同紙 は先の引用に見
られたように,パ リ・コレにおける 「日本勢」の台頭を報 じる中で,そ の第二世代にあたるコ
ムデギャルソンの表現について 「第三世界からの権利要求にダイレク トに着想を得たコレクショ
ン」 と語 っているのだが,そ れに続いて次のような解釈を見せる。
花々をあしらった着物やしとやかな身振 りを背景 とする観光客用のアジアとは何と程遠い
ことか。それは飢え,戦 うアジアであ り,地球でひどい苦 しみを味わっている人々のアジ
アである。そして世界有数の豊かな国の名のもとでの一つの矛盾であると同時に象徴であ
'り
,この遠まわしな表現によって,よ り本質的な価値観とその文化の根源に回帰 したので
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あ る19。 (掲載:pp。23-24)
この テクス トは,「侍」 同様 に,理 想化 された典型 的な 「日本文化」 イメー ジのモテ ィーフ
である 「着物」 とコムデギ ャル ソンの コレクシ ョン
図1:レog凵eかaρga'sj982/io,p,205
図2:marieClaire,1982/6,pp.184-185
の距離についてはっきりと言及している点で,先 の
『ジャルダン ・デ ・モー ド」 とは異なっている。 し
か し,その表現の特性はなぜ 「アジア」に根源を求
められなければならないのか。解釈のため引き合い
に出される言葉が異なっていても,そこでは 「ジャ
ルダン・デ ・モー ド』に見 られたテクス トと同 じよ
うに,コムデギャルソンの表現が西欧のデザイナー
とは根本的に異なる何かの表出としてとらえられ,
現実的な領域での脅威としてではな く,境界線の向
こう側のもう一つの 「アジア」を代表するものとし
て描出されている。
川久保手がけるコムデギャルソンの衣服を 「エキ
ゾティックなもの」 として鑑賞 しようとする欲望は
さらに,フ ァッション雑誌に掲載される写真記事?°
において,よ りどぎつい色合いで噴出していた と言
え る。前出の 『ヴォーグ」82年10月号掲載の 「日
本のモー ドのkに 日出ず る」 と題された写真記事に
おいては,コ ムデギャルソンの生成 りと黒の量感あ
るニ ットを身に着けた二人のモデルが,竜 安寺の薄
暗い室内を撮影場所 としで'背景に書の屏風が配 さ
れるという演出のもとに登場 しており,さらに細部
に注目すれば,右側のモデルの髪の一部に施された
小さな髷のようなア レンジを見出す ことができる
【図1】。
この手の演出は,よ り大衆的で健康管理や女性の
生き方といったテーマも取り扱う雑誌 『マリ・クレー
ル[marieclaire]』誌82年6月号掲載の写真記事
【図2】 にも見 られるもので,そ こではコムデギャ
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ルソンの衣服をまとったモデルが番傘をともない,松 の木の生えた小高い丘に敷かれた緋毛氈
の上に腰を下ろしている(毛氈の上には茶碗と茶筅を置 くという念の入 りようだ)。ちなみに,
この写真記事のコンセプ トを物語るテクス ト22においてコムデギャルソンや山本耀司の衣服は
「日本の伝統的形態に着想を得た衣服(芸 者ではな く,飾 り気のない侍に近い)」と形容 されて
お り,さ らに図2の 写真の左上部 には縦書きの 「日本」 という漢字や 「酒の味わい[legout
dusake]」,「フランスの上に出ずる太陽による日射病23一侍の日本が目下流行中だ。小津24
の映画に注目が集まっている。モー ドにおいても,イ ンスピレーション源は日本である。」 と
いった言葉が見 られる。
要するに,そ こで提示されていたのは,様 々なモティーフの演出によって典型的な 「日本 ら
しさ」のイメージのヴェールをまとわされ,欲望通 りに理想化されたコムデギャルソンの衣服
であったと言える。実際のそれがどのようなものであれ,非 西欧地域か ら現れた表現 は全て
「らしさ」のステレオタイプ ・イメージの中に類型化 してしまう西欧という主体による暴力が
ここにも見て取れるわけだが25,このような反応は先に述べた同時代の 「日本」 という対象に
注がれた眼差 しの状況に加え,コ ムデギャルソンの表現が持つ解釈の難解さゆえに助長された
ものと見るのが適当だろう。モー ドについて語る当時の言説空間は,あえて表現された悲惨さ
やみすぼ らしさをコンセプ トから読み解き,そ れらを例えば 「アー ト」として解釈する語彙を
持ってはいなかった。それらに与えられるべき即席の解釈として,パ リ・モー ドあるいは西欧
という現実の舞台を離れた 「日本」や 「アジア」固有の ものの表現という位置付けは,川久保
の出自によって一見強い説得力を発揮する妥当なものとして選択されざるをえなか ったのでは
ないだろうか。
ところで,こ こで選択されている演出内容やテクス トに登場する言葉 ・解釈は,同時代の文
化的状況との関連のもとに検討 される必要がある。それ らが 「オ リエンタリズム」という西欧
を主体とする表象形式の産物であることには間違いがないが,コ ムデギャルソンのコレクショ
ンを形容 ・説明す るたあそこで引き合いに出される個々の言葉やイメージは,「日本文化」を
めぐる言引意の貯蔵庫に蓄積された言葉,イ メージの中で当時何が旬であったかということと無
関係に選び取 られるものではない。
例えば,『ジャルダン・デ ・モー ド』誌掲載の記事においてはコムデギャルソンや山本耀司
の衣服の 「ゆとり」 という特性が注 目され,そ れと 「西洋服飾」とが対比されていたが,こ の
ような観点は70年代末に磯崎新や三宅一生 によって展開されていた日本の文化における空間
の重要性を強調する言説 と無縁ではないだろう26。また,『マ リ・クレール』誌掲載の記事 に
おける日本の侍映画への言及や視覚イメージ27には80年にカンヌ国際映画祭で大賞を受賞 し注
目された黒澤作品の影響をうかがうことができる。
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つまり,そ こにはコムデギ ャルソンのコレクションに先んじてフランスで提示されていた
「日本文化」をめ ぐる言説や実際の作品の受容の痕跡が現れてお り,とすればコムデギャルソ
ンを紹介す る際選ばれた言葉やイメージのいくつかは,そ れらの影響の下に生み出されたもの
と見ることができるのである。この点については,今後さらなる分析 ・考察が加え られるべき
課題と言えるだろう。
結
以上の検証から,80年代初期のコムデギャル ソンのコレクションは同時代のフランスの様々
な性質の活字メディアにおいて,し ばしば 「日本勢」のm力 として注 目され,同時に非西欧
の 「異郷」固有のものとしての位置付けを与え られていたことが明らかになった。同時にそれ
は,当時,川 久保玲あるいはコムデギャルソンが,露 骨な形で現れる出自ゆえの制約か ら未だ
自由な存在ではなかったということ,そ して既成概念を打ち破 るものとしてのコムデギャルソ
ンの衣服というイメージが未だ立ち現れていなかったことを示 している。 ここに,現在定着を
見せているコムデギャルソンをめ ぐる 「日本」や 「日本 らしさ」の影をともなわない 「アヴァ
ンギャル ド」のイメージはいつ頃どのようにして成立 した ものであるのか,と いう問いが浮上
してくるのである。
私たちは,と もするとあくまで現在一般化 しているところのコムデギャルソンのイメージ先
行のもと,「衝撃」の源泉 とされる80年代初期のコムデギャルソンの創作と受容をとらえがち
である。 しかし,本稿で確認 してきたような資料において紹介されていたその姿を踏まえるな
らば,当時の人々にとってのコムデギャルソンのイメージが,現 在の私たちにとってのそれと
果たしてどれほどの重な りを見せるものであるのかをまず,問 う必要があ りそうだ。
本稿を出発点 として,今 後は川久保玲 というデザイナーがいかにして現在のような評価を獲
得 したのか,そ してその前衛イメージはどのように形成されていった ものであるのかを明らか
にしていきたい。
注
1フ ァッションにまつわる言説において,この 厂アヴァンギャルド」という語は当初 「他とは違う新し
い試み」という意味合いの軽いほめ言葉として使われていた。が,昨今では反体制 ・反伝統的な芸術
思潮を表す言葉として,美学的な議論を意識して使われる場合もある。特に,「アート」への越境を
果たすデザイナーとされる川久保をめぐって登場する 「アヴァンギャルド」にはこちらの意味合いが
強い。しかし,この語をめぐっては論争もあり,また美術とファッションとの質的・歴史的相違を踏
まえずに,安易に概念の転用を行うことには問題がないだろうか。この問題意識から,本稿はこの語
をカギ括弧つきで登場させている。
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2こ こで コム デ ギ ャル ソ ンの初 期 コ レク シ ョンに つ い て,事 実 関係 を整 理 して お き た い。 川 久 保 が パ リ
で 初 め て衣 服 を発 表 した の は1981年4月の こ とだ。 が,こ の 時 の コ レク シ ョンは小 規模 な もので,サ
ンデ ィ カ(既 製 服 業 者 同業 組 合)に も未 加 盟 で行 わ れ た もの で あ る こ とか ら,正 式 なパ リ ・デ ビュ ー
はサ ンデ ィカ加 盟 後 の 同年10月発 表 の82年春 夏 コ レ ク シ ョ ン とさ れ る場 合 もあ る。 この後,82年 秋 冬
コ レ ク シ ョ ン(82年3月 発 表)で は虫 喰 い 穴 の よ うな 意 匠 の 見 られ る衣 服 が,翌83年 春 夏 コ レク シ ョ
ン(82年10月発 表)で は裂 け 目 の よ うな 意 匠 を と もな う衣服 が手 が け られ,後 者 で は モ デ ル に施 さ れ
た 火 傷 の痕 の よ う な メ イ クが 特 徴 的 で あ った。 フラ ンス の新 聞 ・雑 誌 上 に コム デ ギ ャル ソ ンへ の反 響
が 目立 って登 場 す る の は,こ の83年春 夏 コ レ ク シ ョ ン発 表後 の こ と で あ る。 以上 の詳 細 は拙 稿 「川 久
保 玲 ・初期 コ レク シ ョ ンの 『衝 撃 』 に関 す る検証 一 フラ ンス ・ジ ャー ナ リズ ム に お け る評 価 を 中心
に 一 」 『服 飾 文 化 学会 誌CostumeandTextile』Vol.5No.1,2005年2月,pp.51-60を参 照 の こ と。
な お,80年代 初 期 の コ ム デ ギ ャル ソ ンの 衣 服 を カ ラ ー か つ ま とま った形 で 確 認 で き る視 覚 資 料 と して
は,「特 集:色 で見 る川 久 保 玲,ジ ャ ン=ポ ー ル ・ゴ ル チ ェ,ヴ ィク ター&ロ ル フ」 「DRESSTUDY』
Vol.45,2004年4月,pp.4-32およ び 「コ ムデ ギ ャル ソ ンのパ リ ・デ ビ ュー か らの20年史 を 辿 る。」
『ヴ ォー グ ニ ッ ポ ン』2001年9月号,pp.178-181,さらに清 水 早 苗 ・NHK番 組 制 作 班 編 『ア ンタ
イ トル ド ・コム デ ギ ャル ソ ン』 平 凡 社,2005年を挙 げ るこ とが で き る。
3「 機 会 の ね じを ゆ る め させ る」 と い う こ とが 意 味 す る とこ ろ は,デ ィヤ ン ・ス ジ ッ ク 『川 久 保 玲 と コ
ムデ ギ ャル ソ ン』 生 駒 芳 子 訳,マ ガ ジ ンハ ウ ス,1991年,p.80に見 られ る川 久 保 の以 下 の 言 葉 か ら
理 解 す る こ とが で き る。 そ こ に は 「布 を 織 る機械 は,一 定 の クオ リテ ィを も った欠 点 の な い素 材 を生
み 出 す こ とを可 能 に しま した。 と こ ろが 個 人 的 な意 見 を言 え ば,完 璧 で な い もの の ほ う に こ そ惹 か れ
るの で す。 手 織 りの技 術 は こ う した興 味 を 満 た して くれ ます が,毎 回手 織 りに頼 るわ け に は い き ませ
ん。 そ こで,機 械 の ね じを あ ち こ ちゆ るめ て,わ ざ と機械 が正 し く織 れ な い よ う手 を加 え る こ と もあ
るの で す。」 とあ る。
4例 え ばFrancoisBoucher,HistoireduCostumeenOccident,Flammarion;Paris,1996,p.435.
CharlotteSeeling,Mode,DasjahrhundertderDesigner1900-1999,KONEMANN;Bonn,1999,p.
508(シャル ロ ッテ ・ゼ ー リ ン グ編 『FASHION-20世 紀 の フ ァ ッ シ ョ ンデ ザ イ ナ ー」 川 西和 世 ・
森 川 智 子 ほ か訳,K。NE㎜,2001年,p.508)な ど。
5本 稿2-1で 引用 す る82年10月21日の 『ル ・フ ィガ ロ』紙 に 見 られ た比 喩(揶 揄)は そ の代 表 例 。
6コ ム デ ギ ャル ソ ンの 「ア ヴ ァン ギ ャル ド」 イ メー ジの 形 成 ・普及 の背 景 に は,さ らに97年春 夏 シ ー ズ
ンに 発 表 され,そ の代 表 的 コ レク シ ョン とな った通 称 「こ ぶ ドレス」 の イ ンパ ク トの影 響 が うか が わ
れ る。 この コ レク シ ョ ンで は,衣 服 内 部 に装 着 され た 羽 毛パ ッ ドに よ って 瘤 の よ うな隆 起 が 現 れ る衣
服 が 発 表 され,「 身 体 の 既 成 概 念 を覆 した」 と言 わ れ て い る(平 芳 裕 子 「抵 抗 す る衣 服,あ るい は未
熟 な 身 体 一 コ ム ・デ ・ギ ャル ソ ンの セ ク シ ャ リテ ィ」 『表 象 のデ ィ ス クー ル ③ 身 体』 所 収,東 京
大 学 出 版会,2000年に詳 しい)。筆者 の観 察 で は,コ ム デ ギ ャル ソ ンを モ ー ドに お け る 「ア ヴ ァ ンギ ャ
ル ド」,「ア ー トへ の越 境 者 」 な ど と礼 賛 す る言 説 が世 に出 回 るの は この コ レク シ ョ ン発 表 後 の こ とで
あ り,ま た,初 期 の コ レ ク シ ョ ンが語 られ る際,そ こ には少 な か らず こ の コ レ ク シ ョ ンの イ メー ジが
投 影 され て い るよ うに思 わ れ る。
7フ ァ ッシ ョン研 究 に お け る個 別 の デザ イナ ー の 影 響力 に関 す る言 説 は,そ れ が どの地 域 で の 「影 響 」
なの か 言 及 されず 漠然 と展 開 さ れ る場 合 が 多 い。 ま た,と りわ け論 者 が 日本 人 で あ る場 合,し ば しば
15
英 ・米 ・仏 な ど を一 括 り に 「欧米 」 と して,そ こ に及 ぼ した影 響 と い う形 で 話 が 進 め られ る。 が,例
え ば こ の三 国 間 に も,国 際 情 勢 は無 論 の こ と,各 国 の 服 飾 産業 と首 都 で開 催 され て い る コ レ クシ ョ ン
を め ぐる微 妙 な 力 関係 が 存 在 して お り,そ れ ぞ れ の 国 が 置 かれ て い る状 況 の 違 いを 捨 象 して 「影 響 」
を語 る こ と には 限 界 と問題 が あ る だ ろ う。 今 後 真 剣 に顧 み られ るべ き課 題 で あ るよ うに思 う。
8以 下文 献 で既 出 の資 料。 深井 晃 子 「フ ァ ッシ ョンの ジ ャパ ン ・シ ョ ック ー1980'S」『DRESSTUDY』
Vol.20,1991年10月,pp.16-21,p.21。
9深 井,前 掲稿,p.18。
10『 ジ ュル ナ ル ・デ ュ ・テ ク ス テ ィル 』 紙 は毎 シー ズ ンの コ レク シ ョン発 表 の前 に デ ザ イ ナ ー人 気 投 票
を 行 って いた が,83年 秋 冬 コ レ ク シ ョ ン発 表前 の83年3月3-9日 号 掲 載 の ラ ンキ ング(掲 載:pp.
8-9)にお いて コ ム デ ギ ャル ソ ンは ジ ャー ナ リス ト投 票 で16位,バ イ ヤ ー 投 票 で は12位に 位 置 して い
る。83年春 夏 コ レ ク シ ョ ン発 表 前 の 投 票(同 紙82年10月7-13日号,pp,20-21掲載)に お い て も,
そ れ ぞ れ17位と23位に ラ ンクイ ン して い る こ とか ら,一 定 の 評 価 を獲 得 して い た と見 る こ とが で き る。
11深 井,前 掲稿,p.21で示 唆 され て い る資 料 だ が,そ こでNo.442とされ て い る同 紙 の 号 数 は,正 確 に
はNo.439では な い か。
12コ ムデ ギ ャル ソ ンの 「挑 戦 」 を 単独 で歴 史 的 に位 置 付 け よ う とす る言 説 が多 く現 れ る90年代 後 半 よ り
前 に著 され た 文 献 には,こ の 出 来事 へ の言 及 が しば しば 見 られ る(例 え ば南 静 『パ リ ・モ ー ドの2000
年II』 文 化 出 版 局,1990年,p.210)。ま た,80年代 に10代か ら30代を過 ご し,DCブ ラ ン ド ・ブー
ム を体 験 した 世 代 の 人 々に は,同 時 代 の記 憶 と して 知 られ て い るよ う だ。
1394年に 京 都 国 立 近 代 美 術 館 で 開催 さ れて 以 来 世 界 各 地 を 巡 回 した展 覧 会 「モ ー ドの ジ ャポ ニ ズ ム」 展
が 注 目 され た90年代半 ば 以 降,コ ム デ ギ ャル ソ ンの 衣服 を 「日本 固有 」 の何 か の 表 出 と見 る解釈 に変
わ り,そ れ を 厂ア ヴ ァ ンギ ャル ド」,「アー ト」 た り うる もの と す る観 点 が 主 流 にな りつ つ あ る。 とは
言 え そ れ は,デ ザ イ ナ ー を商 業 的現 実 か ら切 り離 し,「ア ー ト」 と い う領 域 に囲 い込 む と い う点 で新
種 の オ リエ ンタ リズ ム で あ る と い う分 析 が 既 にな され て い る(成 実 弘 至 「フ ァ ッシ ョン ・オ リエ ンタ
リズ ム ー 欧 米 メ デ ィア に お け る 『日本 』 の表 象 に つ い て」 『問 い か け る フ ァ ッシ ョ ン』 所 収,せ り
か 書 房,2001年)。
14前 掲 の 拙 稿 の文 末 脚 注35にp.200とあ るが,誤 植 で あ る。 こ の場 を 借 りて 訂正 した い。
15通 商産 業 省(現 経 済 産 業 省)昭 和57年版 ・58年版 通 商 白書 に詳 しい。
16こ の記 事 は そ の前 半 部 分 に お いて,二 人 の コ レク シ ョ ンを 「同 じよ う にパ リで 発 表 され た8人 の 日本
人 に よ る コ レ ク シ ョンを 含 む,他 の全 て に挑 む もの で あ った。」 と評 して お り,彼 らを 「日本 勢 」 と
い う枠 の 中 で も特 異 な存 在 と して 取 り上 げ た もの と言 う こ とが で き る。
17こ の時 の 山本 の コ レク シ ョンで は,白 ・黒 ・カ ー キが 基 調 に置 か れ,布 地 に カ ッ トワー ク が施 され た
ア ンサ ンブ ルや 軍 服 の よ うな 形 態 の 衣服 が発 表 され た。 布 の くた び れ た よ うな質 感 や ア シ ンメ ト リカ
ル に垂 れ 下 が る と い った 特 徴,厂 穴」 と い う意 匠 は,川 久 保 の コ レ ク シ ョ ンに も見 られ た特 徴 で あ り,
『ジ ャル ダ ン ・デ ・モ ー ド』 で 両 者 の コ レク シ ョンの 特 性 と して 指 摘 さ れ て い る 「暴 力 」 と は この 類
似 を言 っ た もの と解 され る。 川 久保 の衣 服 に見 られ た 穴 や 裂 け 目が 規則 性 を持 た ず に た だ穿 た れ た も
ので あ る よ う に見 え るの に対 し,山 本 の それ は カ ッ トワー クの 部 分 に よ って幾 何 学 模 様 や花 柄 が 表 現
され て い たび
18EdwardSaid,Orientalism,GeorgesBorchardtInc;NewYork,1978(エドワ ー ド 。サ イ ー ド 『オ
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リエ ンタ リズ ム』 上 ・下,今 沢 紀子 訳,平 凡 社,1986年)。フ ァ ッ シ ョ ンに お け るオ リエ ンタ リズ ム
の 問 題 に つ い て は,既 に 以 下 の 論 考 で 検 討 が 加 え ら れ て い る。 成 実,前 掲 稿 。DorinneKondo
"Orientalising:FashioningJapan"inAboutFace
,Routledge;NewYork,1997(ドリ ン ヌ ・コ ン
ドー 「オ リエ ンタ ライ ン ジ ン グ ー 「日本 」 の フ ァ ッ シ ョ ン」 今 本 渉 訳,「 問 い か け る フ ァ ッ シ ョ ン』
所 収,せ りか 書房,2001年)。
19意 味 が取 りに くい の で若 干 の補 足 を加 え た い。 ここ で 強調 され て い るの は,欧 米 の 観 光 客 が 訪 れ る,
華 や か な着 物 を 目 に す る こ とが で き る よ うな ア ジア(想 定 され る の は京 都 の よ うな 場 所 か)で は な く,
飢餓 に 苦 しむ後 進 的 な ア ジ アの イ メー ジ と コム デ ギ ャル ソ ンの ぼ ろ ぼ ろ の コ レク シ ョ ンの イ メ ー ジの
類似 で あ る。 先 進 国 ・日本 が そ れ を 表 現 す る こ とに は 矛盾 が あ る が,そ れ をあ え て 表 現 す る こ とに よ
り,原 点 に立 ち返 っ たの だ,と 解 釈 して い る もの と思 わ れ る。
20コ ム デ ギ ャル ソ ン は他 の フ ァ ッ シ ョ ン ・ブ ラ ン ドと異 な り,フ ァ ッ シ ョ ン雑 誌 へ の 広告 写 真 掲 載 を殆
ど行 わ な い。 その た め,写 真 記 事 と して掲 載 さ れ た視 覚 イ メ ー ジ は,そ の ブ ラ ン ド ・イ メ ー ジを形 成
す る上 で大 き な役 割 を果 た す 素 材 の一 つ で あ る と言 え る。
21画 面 右 下 に"DansletempleRyuan-ji,aKyoto,tresconnupoursonjardinzenquiinvitealameditation"
と あ る。
22同 誌 は毎 号,写 真 記 事 ペ ー ジの 冒頭 で,そ の コ ンセ プ トを示 す テ ク ス トを 掲 載 して い た。
23原 文 は"coupdusoleillevantsurlaFrance"。厂出 ず る 太 陽 」 は 日本 の 隠喩 で あ り,「 日射病 」 と い
う表 現 は 日本 文 化 の 流 行 の 加熱 ぶ りを言 っ た もの と解 され る。
24こ こで 小 津 と あ るの は黒 澤 明 の誤 りで は な いだ ろ うか 。 一 般 に知 られ るよ うに,小 津 は 「サ ム ラ イ ・
ムー ビー 」 の 作 り手 で は な く,そ れ を多 く監 督 した の は黒 澤 であ る。
25当 時 の フ ラ ン スの 新 聞 ・雑 誌 に現 れ る い くつ か のイ ン タ ビ ュ ー記 事 には,そ の コ レク シ ョン に 「日本
文 化 」 の 影 響 を見 よ う とす る解 釈 を こ と ご と く否 定 す る川 久 保 の 姿 を 見 出 す こ とが で き る。 川久 保 の
自己 表 象 の あ り方 に つ い て は別 稿 で詳 細 を論 ず る こ と とす る。
26磯 崎 の 企 画 の も と,78年10月11日 か ら12月11日に か け て パ リ装 飾 芸 術 美 術 館[museedesarts
decoratifs]で開 催 さ れ て 人 気 を 博 し,そ の 後 欧 米 を巡 回 した 展 覧会"MAespace-tempsduJapon"
は,現 代 の もの を含 む 日本 の建 築 ・工 芸 ・音 楽 な どの ジ ャ ンル に お ける表 現 の根 本 に,空 間 的距 離 と
時 間 的 距離 双 方 を意 味す る 「間 」 とい う概 念 が あ る とす る観 点 か ら行 わ れ た。 そ こで は 三 宅一 生 の衣
服 も紹 介 さ れ て い る。 ま た,三 宅 はイ ン タ ビ ュー や 著 書 の 中 で,和 服 の遊 動 空 間 と洋 服 の 窮屈 さ を対
照 す る言説 を展 開 して い た。 和 服 と洋 服 の 「ゆ と り」 の 違 い と両者 の 出会 い を語 った 「ジ ャル ダ ン ・
デ ・モ ー ド』83年3月 号p.12掲載 の 記事 に は三 宅 の 著 作 か らの 引 用 が 見 られ,そ の 影 響 力 を示 して
い るQ
27緩 や か な起 伏 を見 せ る大 地 と虚 空 との 異 な る二 色 で構 成 さ れ た 画面 に小 さ く人 が 配 され る とい う構 図,
赤 と 黒 の効 果 的 な配 色 足 を開 いて 腰 を 下 ろ す座 り方(フ ァ ッ シ ョ ン雑 誌 に は殆 ど見 られ な い も の)
な ど に は,黒 澤 の 「影 武 者 」 との 類 似 を 指 摘 で き る。
17
